
 

令和5年2月21日 開会・閉会 

 
 

 

令和５年２月  
 

 

富山地区広域圏事務組合議会定例会  
 

会    議    録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山地区広域圏事務組合議会  





 

本定例会に付議された議案件名  

 

 
 

議案第 １ 号 令和５年度富山地区広域圏事務組合一般会計予算  
 
 議案第 ２ 号  令和４年度富山地区広域圏事務組合一般会計補正  
         予算（第１号）  
  
 議案第 ３ 号  富山地区広域圏事務組合情報公開条例の一部を改  

正する条例制定の件  
 
 議案第 ４ 号  富山地区広域圏事務組合個人情報の保護に関する  

法律施行条例制定の件  
 
 議案第 ５ 号  富山地区広域圏事務組合個人情報保護審査会条例  

制定の件  
 
 議案第 ６ 号  新川広域圏事務組合と富山地区広域圏事務組合と  

の間における一般廃棄物の処理に関する事務の委  
託に関する件  

 
 議員提出議案第１号  富山地区広域圏事務組合議会の保有する個人情報  

の保護に関する条例制定の件  
 
 
 
 
 
 



令和５年２月富山地区広域圏事務組合議会定例会 

 

会 議 録 目 次  

 

 

全   号（２月２１日）  
議 事 日 程  ··························································· １  

本日の会議に付した事件  ················································ １  
出・欠席議員の氏名  ····················································· ２  
説明のため出席した者  ··················································· ３  
職務のため議場に出席した職員  ········································ ３  
開    会  ······························································ ４  
開    議  ······························································ ４  
会議録署名議員の指名  ··················································· ４  
会 期 の 決 定  ······························································ ４  
提案理由の説明  ··························································· ５  
議案の質疑・討論・採決  ················································ ９  
議員提出議案提案理由の説明  ······································· １０  
議案の質疑・討論・採決  ············································· １０  
理 事 長 挨 拶  ··························································· １１  
閉    会  ··························································· １１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議  事  日  程  
 

令和５年２月２１日(火) 

午後２時５０分  開議  

 

 

第１   会議録署名議員の指名  
 
第２   会期決定の件  
 
第３   議案第１号、議案第２号、議案第３号、  
     議案第４号、議案第５号、議案第６号  
 
第４   議員提出議案第１号  

 
 

 

 

本日の会議に付した事件  
 

 

日程第１   会議録署名議員の指名  
 
日程第２   会期決定の件  
 
日程第３   議案第１号、議案第２号、議案第３号、  

        議案第４号、議案第５号、議案第６号  
 

日程第４   議員提出議案第１号  
 
 
 
 
 
 
 

－  １  －  



出 席 議 員（１７人）  
 

１ 番   藤  田  克  樹  
２ 番   飯  山  勝  彦  
３ 番   田  辺  裕  三  
４ 番   荻  生  義  明  
５ 番   泉     英  之  
６ 番   岡  部     享  
７ 番   尾  崎  照  雄  
８ 番   堀  田  喜 久 男 
９ 番   岡   田   健   治  

１０ 番   尾  上  一  彦  
１１ 番   谷  口  寿  一  
１２ 番   岩  城  晶  巳  
１３ 番   松  谷  英  真  
１４ 番   佐  藤  則  寿  
１５ 番   前  原  英  石  
１６ 番   鋪  田  博  紀  
１７ 番   金  厚  有  豊  

 
 
欠 席 議 員（０人）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－  2 － 



説明のため出席した者  
 

理 事 長 

副 理 事 長 

理 事 

理 事 

理 事 

 

 

 

 

 

藤  井  裕  久 

舟  橋  貴  之 

水  野  達  夫 

中  川  行  孝 

渡  辺     光 

事 務 局 長 

会 計 管 理 者 

事 務 局 次 長 

ク リ ー ン セ ン タ ー 所 長 

リサイクルセンター所長 

衛 生 セ ン タ ー 所 長 

 

 

奥  沢     靖 

酒  井  秀  祐 

開  澤     聡 

梅  澤     博 

熊  本     正 

北  野  浩  行 

 

 

 

 

職務のため議場に出席した職員 

 

クリーンセンター副主幹 

事 務 局 副 主 幹 

 

福  村  紀  之 

塩  岡  睦  美 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
－  3 －  



◇    ◇    ◇  
開          会 

午後２時５０分 開会  
 
〇議長（鋪田博紀 君）  

た だいま から 、 令和５ 年２月 富山地 区広域 圏事 務 組合議 会定例会を

開会いたします。  
 
 

◇    ◇    ◇  
開          議 

午後２時５０分 開議  
 
〇議長（鋪田博紀 君）  

会議を開きます。  
本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。  

 
 

◇    ◇    ◇  
会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

 

〇議長（鋪田博紀 君）  
これより、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。  
会 議 規 則 第 ９ ６ 条 の 規 定 に よ り 、 会 期 中 の 会 議 録 署 名 議 員 に 、 ２ 番  

飯 山  勝 彦  君 、 ９ 番  岡 田  健 治  君 、 １ ５ 番  前 原  英 石  君  
を指名いたします。  
 
 

◇    ◇    ◇  
会  期  の  決  定 

 
○議長（鋪田博紀 君）  
 次に、日程第２ 会期決定の件を議題といたします。  
 お諮りいたします。  
 本定例会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。  
 これに御異議ありませんか。  
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（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ）  
 

○議長（鋪田博紀 君）  
 御異議なしと認めます。  
 よって、会期は、本日１日間と決定いたしました。  
 
 

◇    ◇    ◇  
提  案  理  由  の  説  明 

 
○議長（鋪田博紀 君）  
 次に、 日程 第３ 議 案第１号 から議 案 第６ 号まで、以上 ６件 を一 括議

題といたします。  
 理事長から提案理由の説明を求めます。  
 藤井理事長。  
 

（理事長 藤井裕久 君 登壇）  
 
○理事長（藤井裕久 君）  
 令和５ 年２ 月富山地 区広域圏 事務組 合 議会 定例会の開会 にあ たり 、提

出いたしました案件の概要について申し上げます。  
は じめに 、我 が 国の景 気は、ウ ィズコ ロナの 下で 、 各種政 策の効果も

あ って、 景気 が持ち直 していく ことが 期 待さ れております 。し かし なが

ら 、世界 的な 金融引き 締め等が 続く中 、 海外 景気の下振れ が我 が国 の景

気を下押しするリスクとなっており、また、物価上昇、供給面での制約、

金 融資本 市場 の変動等 の影響や 中国に お ける 感染拡大によ る影 響に 十分

注 意をす る必 要がある など、地 方公共 団 体を 取り巻く環境 は、 依然 とし

て厳しいものとなっております。  
ま た、地 球温 暖 化をは じめとす る様々 な環境 問題 に 直面し 、環境・エ

ネ ルギー 問題 に対する 関心が一 層高ま っ てい るなか、一般 廃棄 物行 政に

お ける地 方自 治体の責 務と役割 も、ま す ます 大きなものと なっ てお りま

す。  
環 境問題 は、 私 たちの 便利で快 適なラ イフス タイ ル が大き く関係して

お り、そ の影 響は、私 たちだけ ではな く 、未 来の子どもた ちに まで 及ぶ

ことになります。  
富 山の豊 かな 自 然と暮 らしやす い生活 環境を 将来 に 引き継 いでいくた

めにも、住民、事業者、行政が一体となり、環境への負荷をできるだけ  
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少 なくす る循 環型社会 の構築に 向けた 取 り組 みを継続して いく 必要 があ

ります。  
 このた め、 当組合で は、厳し い財政 状 況を 踏まえて、さ らな る事 務事

業 の見直 しを 進めると ともに、 構成市 町 村と 連携を図りな がら 、廃 棄物

の 減量化 ・再 資源化に 取り組み 、環境 行 政を 推進してまい る所 存で あり

ま すので 、議 員各位の 一層のご 指導、 ご 協力 を賜りますよ うお 願い 申し

上げます。  
 次に、ごみの減量化やリサイクルの状況について申し上げます。  
当 組合の 構成 市町村か ら排出さ れる可 燃 ごみ の量は、令和 ２年 度が 約１

４ 万８， ００ ０トン、 令和３年 度が約 １ ４万 ６，０００ト ンと 減少 傾向

にあり、ここ数年は、年間１５万トン前後で推移しております。  
ま た、不 燃ご み につき ましては 、令和 ２年度 が約 ６ ，７０ ０トン、令

和 ３年度 が約 ５，８０ ０トンと なって お りま すが、急速な 少子 高齢 化の

進 行に伴 う人 口減少を はじめと する社 会 構造 の変化や、リ サイ クル の推

進 等によ り、 長期的に みると、 今後、 廃 棄物 発生量は減少 して いく もの

と考えられます。  
当 組合と しま し ては、 循環型社 会へと 進みつ つあ る 将来に おいても、

安 定した 組合 経営や構 成市町村 の負担 軽 減等 が図られるよ う、 組合 の経

営方法等について、今後も検討してまいりたいと考えております。  
 次に、クリーンセンターについて申し上げます。  
 可燃ご みの 焼却処理 について は、ダ イ オキ シンなどの環 境汚 染物 質の

発生を抑制し、安全面と衛生面に万全を期した施設運営を行うとともに、

焼却熱を利用した発電等により、経費の削減にも努めてまいります。  
 また、 一般 廃棄物処 理施設整 備基金 を 活用 し、設備更新 計画 に基 づき

経 年劣化 した 設備の更 新を実施 するこ と で、 安定的、継続 的な 施設 の運

転管理を行ってまいりたいと考えております。  
 なお、 下水 由来の助 燃剤の焼 却につ い ては 、発電による 再生 利用 とし

て、今後も推進してまいります。  
 次に、リサイクルセンターについて申し上げます。  
 リサイ クル センター の設備整 備につ い ては 、設備更新計 画に 基づ き、

令 和５年 度は 中央制御 リモート システ ム など の更新を実施 して まい りま

す。  
 また、 リサ イクルプ ラザにお いては 、 不用 となった自転 車や 家具 など

の リサイ クル を通じて 、再利用 の促進 を 図る とともに、廃 棄物 の抑 制に

努めてまいります。  
 次に、衛生センターについて申し上げます。  
 し尿・浄化槽汚泥の搬入量につきましては、下水道普及率の向上及び  
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人 口減少 など から年々 減少傾向 にあり 、 令和 ２年度が約２ 万２ ，６ ００

キ ロリッ トル に対し、 令和３年 度が約 ２ 万２ ，２００キロ リッ トル とな

っております。  
 衛生セ ンタ ーの施設 整備につ いては 、 昭和 ５８年に建設 され たし 尿処

理 棟の老 朽化 が著しい ため、今 年度、 策 定す る施設整備基 本構 想を 踏ま

え 、令和 ５年 度は、現 在の施設 につい て 効率 的かつ経済的 に長 寿命 化を

進めるための長寿命化総合計画を策定してまいります。  
 引き続 き住 民の快適 な生活環 境の実 現 を図 るとともに、 循環 型社 会に

対 応し、 環境 に配慮し た資源再 生を目 指 して 、施設の適正 な管 理・ 運営

に努めてまいります。  
次に、エコロセンターについて申し上げます。  
昨 年、６ 月に 竣 工した エコロセ ンター は、構 成市 町 村で捕 獲されたイ

ノ シシな どの 有害鳥獣 を計画的 に焼却 処 分し ており、令和 ５年 度は 、運

転 管理業 務に おいて民 間の専門 性や技 術 等の 活用を検討す るな ど、 引き

続 き環境 への 負荷軽減 に努め、 安全か つ 計画 的に有害鳥獣 の焼 却処 分を

行ってまいります。  
 次に、常願寺ハイツスポーツ公園について申し上げます。  
 当施設 につ いては、 平成１８ 年度か ら 指定 管理者制度を 導入 して おり

ま す。毎 年、 民間事業 者のノウ ハウを 活 かし た、各種スポ ーツ ・健 康教

室 などが 開催 され、多 くの住民 の利用 が あり 、指定管理者 制度 の導 入が

大 きな成 果を 上げてい るものと 評価し て おり ます。今後と も、 指定 管理

者 と連携 をし ながら、 地域住民 のスポ ー ツ振 興と健康増進 に努 めて まい

りたいと考えております。  
次に、提出しました案件について、その概要を申し上げます。  

 まず、 令和 ５年度一 般会計で ありま す が、 予算規模につ いて は、 対前

年 度当初 予算 比０．３ ％増の３ ８億２ ， １５ ８万余円を計 上し てお りま

す。  
歳 入予算 では 、 クリー ンセンタ ーの余 剰電力 売払 収 入にお いて、これ

ま で高い 金額 で保障さ れてきた 国の固 定 買取 制度が本年７ 月末 で終 了す

る ことか ら、 減収分に ついて構 成市町 村 の負 担金で補填す るこ とと して

おります。  
ま た、歳 出予 算 では、 設備更新 計画に 沿って 基金 を 繰入れ て行う整備

に 係る経 費が 減額とな る一方、 ４月以 降 の電 気料金値上げ や、 物価 高に

よ る影響 で焼 却灰や有 害ガスの 処理薬 品 が高 騰するなどで 施設 の管 理運

営 費が増 加し ており、 令和５年 度予算 で は、 前年度に比べ 構成 市町 村の

負担が大きくなっております。  
 歳出予算の内訳としましては、組合費では、議会費として１２７万余  
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円、事務局費として３，９２８万余円、衛生費として３，５２０万余円、

常 願寺ハ イツ スポーツ 公園の維 持管理 費 とし て２，１４５ 万円 を計 上し

ております。  
 清掃事 業等 に係る衛 生費では 、ごみ 処 理事 業費について は、 クリ ーン

セ ンター の設 備更新に 要する経 費や管 理 ・運 営に要する経 費な ど、 ２６

億８，７０７万余円を計上しております。  
 リサイ クル 事業費に ついては 、リサ イ クル センターの設 備更 新に 要す

る 経費の ほか 、施設の 維持管理 やリサ イ クル 活動推進費、 容器 包装 廃棄

物 の中間 処理 に要する 経費など 、６億 ２ ，１ １４万余円を 計上 して おり

ます。  
 し尿処 理事 業費につ いては、 衛生セ ン ター の設備更新に 要す る経 費や

管 理・運 営に 要する経 費など、 ２億５ ， ５１ ６万余円を計 上し てお りま

す。  
 施設建 設事 業費につ いては、 一般廃 棄 物処 理施設整備基 金の 運用 益を

基金に積み立てる経費として、５１万余円を計上しております。  
有 害鳥獣 処理 事 業費に ついては 、有害 鳥獣焼 却施 設 の管理 ・運営に要

する経費など、５，２６０万余円を計上しております。  
 公債費 につ いては、 施設整備 に係る 組 合債 の元利償還金 １億 ２８ ５万

余円及び予備費として５００万円を計上しております。  
 次に、令和４年度一般会計の補正予算の概要について申し上げます。  
 まず、 歳出 予算では 、リサイ クル事 業 費に おいて、缶プ レス 品や ペッ

ト ボトル など の資源ご みの売却 価格の 上 昇に 伴い、構成市 町村 に支 払う

リ サイク ル報 償金など の経費が 当初見 込 みを 上回ったこと など によ り、

８，１３０万円の増額補正を行うものであります。  
 また、 施設 建設事業 費では、 令和３ 年 度一 般会計の決算 剰余 金の 一部

を 一般廃 棄物 処理施設 整備基金 に積み 立 てる ものとして、 ２億 ９， ９０

０万円の増額補正を行うものであります。  
 次に、予算以外の案件について申し上げます。  

条 例案件 につ い ては、 富山地区 広域圏 事務組 合情 報 公開条 例の一部を

改正する条例制定の件など３件であります。  
そ の他案 件に つ いては 、新川広 域圏事 務組合 との 間 におけ る一般廃棄

物の処理に関する事務の委託について 1 件であります。  
 以上が 、今 回提出し ました案 件の概 要 であ ります。ご審 議の うえ 、議

決を賜りますようお願い申し上げます。  
 
 
 
 

－  ８  －  



◇    ◇    ◇  
議 案 の 質 疑 ・ 討 論 ・ 採 決 

 
○議長（鋪田博紀 君）  

こ れより 、議 案 第１号 から議案 第６号 まで、 以上 ６ 件を一 括して、質

疑に入ります。  
 質疑はありませんか。  
 
○議長（鋪田博紀 君）  
 質疑なしと認めます。  
 以上で、質疑は終結しました。  
 
○議長（鋪田博紀 君）  
 これよ り、 議案第１ 号から議 案第６ 号 まで 、以上６件を 一括 して 、討

論に入ります。  
 討論はありませんか。  

 
○議長（鋪田博紀 君）  
 討論なしと認めます。  
 以上で、討論は終結しました。  
 
○議長（鋪田博紀 君）  
 これよ り、 議案第１ 号 令和 ５年度 富 山地 区広域圏事務 組合 一般 会計

予 算、議 案第 ２号 令 和４年度 富山地 区 広域 圏事務組合一 般会 計補 正予

算（第１号）、議案第３号 富山地区広域圏事務組合情報公開条例の一部

を 改正す る条 例制定の 件、議案 第４号  富山 地区広域圏事 務組 合個 人情

報 の保護 に関 する法律 施行条例 制定の 件 、議 案第５号 富 山地 区広 域圏  
事 務組合 個人 情報保護 審査会条 例制定 の 件、 議案第６号 新川 広域 圏事

務 組合と 富山 地区広域 圏事務組 合との 間 にお ける一般廃棄 物の 処理 に関

する事務の委託に関する件、以上６件を一括して、採決いたします。  
 各案件は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。  
 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ）  
 
○議長（鋪田博紀 君）  
 御異議なしと認めます。  
 よって、各案件は、原案のとおり可決されました。  
 

－  ９  －  



◇    ◇    ◇  
議員提出議案提案理由の説明 

 
○議長（鋪田博紀 君）  

次に、日程第４ 議員提出議案第１号について議題といたします。  
金厚 有豊 君から提案理由の説明を求めます。  
１７番。  

 
（議案提出議員 金厚有豊 君 登壇）  

 
○議案提出議員（金厚有豊 君）  

議 員提出 議案 第 １号 富山地区 広域圏 事務組 合議 会 の保有 する個人情

報 の保護 に関 する条例 制定の件 につい て 、提 案理由の説明 を申 し上 げま

す。  
本 条例の 制定 に つきま しては、 個人情 報保護 法の 改 正に伴 い、富山地

区 広域圏 事務 組合議会 の保有す る個人 情 報に 関して、富山 地区 広域 圏事

務 組合議 会の 事務の適 正かつ円 滑な運 営 を図 りつつ、個人 の権 利利 益を

保 護する ため 、個人情 報の適正 な取扱 い に関 し必要な事項 を定 める もの

であります。  
何 とぞ御 審議 の 上、全 員一致を もって 御賛同 を賜 り ますよ う、お願い

申し上げます。  
 
 

◇    ◇    ◇  
議 案 の 質 疑 ・ 討 論 ・ 採 決 

 
○議長（鋪田博紀 君）  

これより、議員提出議案第１号について、質疑に入ります。  
 質疑はありませんか。  
 
○議長（鋪田博紀 君）  
 質疑なしと認めます。  
 以上で、質疑は終結しました。  
 
○議長（鋪田博紀 君）  
 これより、議員提出議案第１号について、討論に入ります。  
 討論はありませんか。  

 
－  １０  －  



○議長（鋪田博紀 君）  
 討論なしと認めます。  
 
○議長（鋪田博紀 君）  

こ れより 、議 員 提出議 案第１号  富山 地区広 域圏 事 務組合 議会の保有

する個人情報の保護に関する条例制定の件を採決いたします。  
当案件は原案のとおり決することに御異議ありませんか。  

 
（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ）  
 
○議長（鋪田博紀 君）  
 御異議なしと認めます。  
 よって、本案件は、原案のとおり可決されました。  
 
 以上で、討論は終結しました。  

 
以上で、本定例会に付議されました案件は、すべて終了いたしました。  

 藤井理事長挨拶。  
 
 

◇    ◇    ◇  
理  事  長  挨  拶 

 
○理事長（藤井裕久 君） 

 議員各 位に は、市町 村議会開 会前の 大 変お 忙しい中、富 山地 区広 域圏

事務組合２月定例会に御出席を賜り、誠にありがとうございました。 

 また、ただいま提出いたしました案件につきまして、議決をいただき、

厚く御礼を申し上げます。  
 暦の上 では 、もうす でに春と いうこ と でご ざいますが、 まだ まだ 寒い

日 が続き ます ので、議 員各位に おかれ ま して は、健康に十 分御 留意 をさ

れ ますと とも に、今後 とも、当 広域圏 事 務組 合発展のため 、御 尽力 を賜

り ますよ う、 またご指 導を賜り ますよ う お願 い申し上げま して 、挨 拶と

させていただきます。本日は、誠にありがとうございました。  
 
 

◇    ◇    ◇  
閉          会 

 

－  １１ － 



○議長（鋪田博紀 君）  
 令和５ 年２ 月 富山 地区広域 圏事務 組 合議 会定例会を閉 会い たし ます。 

 
 
 
 

午後３時１０分 閉会  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－  １２  －  


